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話者自己紹介

名前：宇佐見優一郎 (27)

社会人3年目(2021年入社)
株式会社インターネットイニシアティブ

ネットワーク本部アプリケーションサービス部 xSPシステムサービス課

大学時代：Webを中心としたソフトウェア全般について勉強
技術用語でいうと、↓のような内容をやってました

特に仮想化・ネットワーク・インフラ周りが好きです

メールについてはド素人でした。。

GitHub/GitLab

CI/CD
Java

Python

テスト

コンパイラ
Linux仮想化

データベース
ネットワーク

HTTP
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現在の業務と取り組み
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現在の業務内容

IIJ xSPプラットフォームサービス/Mail

主に、インフラ面の構築・運用を担当
メールっぽいところ（配送だったりメールボックスだったり）はそこまで触っておらず。。

Kubernetes を全面採用したメール基盤

安定稼働&規模拡大中！
基盤の構築・運用、監視システムの構築・運用などを

主に担当

https://meetings.jpaawg.org/5th2022/program/

https://meetings.jpaawg.org/5th2022/program/
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サービス基盤としての機能も、日々進化させています！

Falco を導入しました！
Falco is a cloud-native security tool designed for Linux systems. 

カーネルシステムコールを監視して、不審な動きなどを検知するツール

本番環境にリリースし、安定稼働中！

⇒よりセキュアなサービス基盤環境へ

https://falco.org/

Linuxカーネル

カーネルモジュール

Podや各種プロセス

システムコール

Falco

システムコールレベルで

不審な動きがないか監視

検知ログの発出・保存

設定次第で監視システムへの連携も可能

https://falco.org/
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新しいことにも挑戦しています！

Argo CDの導入を進めています！
Argo CD is a declarative, GitOps continuous delivery tool for Kubernetes.

GitOps を実現する、Kubernetes と非常に相性の良い CI/CD ツール

維持環境に導入し、絶賛検証中！

⇒設定の可視化・フローの固定化など、
メリットたくさん！（と感じています）

https://argo-cd.readthedocs.io/en/stable/

⇒自動化の推進で、事故の防止・運用負荷軽減へ

サービス基盤
Argo CD Git

（GitHub/GitLab）

開発・運用メンバ

コミットGUIから状態確認

https://argo-cd.readthedocs.io/en/stable/
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Kubernetes運用苦労話
２つほど
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①log転送詰まっちゃう問題

Pod数・アクセス数が多くなってきたことで、ログ転送が詰まる事象が多発

⇒送る側・受ける側双方での継続したチューニングが必要に

mta mailbox

メール打ち込みなど大量アクセス

Podログローテーションに

追従できず半死状態に

fluent-bit

ログアーカイブ用サーバ

ログ解析基盤

ログ転送

詰まり発生
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②リソース奪い合い問題

様々なPodが同居しており、リソース割り当てが複雑化。
高負荷Podにリソースを奪われると同居Podに悪影響が。。。

⇒各 Pod に resource requests/limits 設定を適切に設定（特にCPU！！）

mta mailbox webmail

・・・

CPU

高負荷PODにリソースを取ら

れ、その他のPODに悪影響

（処理遅延など）

負荷上昇
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まとめ

Web/インフラの畑から出てきた私としては...

Eメールシステムって複雑で難しい！
⇒通信経路がいっぱい、EnvFromとHeaderFrom、プロトコル多すぎ、DNSと連携しすぎ
⇒わかるまでは結構大変、わかり始めると奥が深くて技術者向け（？）

新しいものを取り込んでいく・生み出していける余地はあるのかも！？
⇒メール技術としても新しいものがどんどん進んでいる
（セキュリティ面でのAI、DMARC、BIMI、などなど）
⇒運用技術・自動化・テストなどは Web(フロント) での知見が生きるのでは
⇒ Kubernetesをはじめとしたクラウドネイティブな技術や、「今風の」技術を推進したい

まだまだ経験不足ですが、業界を盛り上げて

いけるよう精進・尽力していきます！！
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